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具体的な取組  

（１）市民ニーズに対応した資料の収集、整理、保存の充実と情報発信の強化 

市民が自主的に行う生涯学習を支援するため、各館の役割と特色を活かし、多様

化する市民ニーズに対応する幅広い資料を収集、整理、保存し、提供します。 

また、各種広報やＳＮＳ等を活用して、行事案内、ブックリスト等の情報発信を

強化し、図書館の利用促進を図ります。 

 

（２）郷土資料等の収集とレファレンスサービス※の充実 

図書館は地域の情報拠点であることから、冊子形態のほか、チラシ、リーフレッ

ト等の郷土資料も積極的に収集し、提供、活用を図っていきます。 

また、レファレンスサービスを充実し、市民が、暮らしや仕事、地域の課題を解

決するために必要な資料、情報を提供します。 

 

（３）交流拠点の整備によるグループ等活動の促進 

新たに市立図書館に市民が交流できる拠点を併設し、地域の課題に取り組むグ

ループ等の活動や交流を支援するとともに、周辺施設と連携してにぎわいを創出

します。 

 

５ 効果的・効率的な図書館運営と環境整備 （図書館） 

  

現状と課題  

本市では、利用者が、インターネットを利用してオンラインで図書の検索や予約、

指定した図書館や移動図書館での図書受け取りをすることができるようにしてい

ます。また、主要な交通結節点や生活に身近な商業施設に図書の返却ボックスを設

置し、利用者の利便性向上に努めています。 

今後は、感染症対策による生活様式の変化などにも適切に対応し、利用者の多様

な要望に応えられる図書館として、さらに利用しやすい環境を整備することが必

要となっています。 

 

施策の方向性 

多様なライフスタイルに対応した開館日や開館時間を設定するなど、効果的・効

率的な図書館運営に努めます。 

また、感染症対策による生活様式の変化などに対応し、利用しやすく居心地の良

い生涯学習の場となるよう、利用環境の整備を進めます。 

 

具体的な取組  

（１）利用時間と運営体制の整備 

各館において、市民が利用しやすい開館日や開館時間を設定します。 

また、職員の専門性を活かしサービス向上を図るとともに、効果的・効率的な図

書館運営に努めます。 

第
４
章

施
策
の
方
向
性
と
具
体
的
な
取
組
（
方
針
６　

公
民
館
や
図
書
館
の
充
実
を
図
り
、
市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
）



 

40 

 

 

（２）図書館の施設整備 

老朽化が進む市立図書館のリニューアルに取り組むほか、安全・安心で、子ども

から高齢者まで誰もが利用しやすい図書館となるよう環境づくりに努めます。 

また、図書館に来られない方でも利用できる電子書籍の導入を検討します。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（３）生活様式の変化などに対応した利用しやすく居心地の良い環境の整備 

感染症対策とプライバシーを尊重する観点から、利用者自身で貸出の手続きが

できる自動貸出機の整備拡充を検討するとともに、利用しやすく居心地の良い空

間となるよう閲覧席等の配置やＷｉ－Ｆｉなど環境の整備を進めます。 

  

市立図書館（リニューアル外観イメージ） 
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方針７ ライフステージに応じた市民の生涯スポーツを支援する  

福井国体・障スポと東京オリンピック・パラリンピック大会の開催による市民のスポー

ツに対する機運の高まりを追い風に、だれもが心身ともに健康で活力ある生活が送れる

よう、スポーツ活動の充実とスポーツ施設の整備を進めます。 

また、スポーツの持つ可能性を最大限に活かし、スポーツを活かしたまちづくりや、大

規模なスポーツイベントの実施によるスポーツを通じた交流人口の拡大を図ります。 

  

◇計画の成果目標◇ 

成果指標 
現状 

(令和２年度) 

目標 

(令和８年度) 

体育施設の年間利用者数 ６５５，５８９人 １，３００，０００人 

  
  

１ 時代のニーズに応じたスポーツ環境の充実 （スポーツ課） 

  

現状と課題  

多くのスポーツ施設は、整備後２０年以上経過しており、特に屋外施設の老朽化

は著しい状況となっています。 

今後は、用途を変更するなど利用者のニーズに合った施設整備を進めることが

必要です。 

 

施策の方向性 

競技人口の減少などにより利用の少ない施設を廃止することや、利用者のニー

ズに見合うよう、多目的化を含む用途変更をして計画的に整備を進めていきます。 

 

具体的な取組  

（１）スポーツ施設の再編整備 

スポーツ公園サッカー場について、天然芝グラウンドを人工芝グラウンドにし、

更にナイター照明やクラブハウス等も設置することで、フットボールセンター※と

して整備し、利用者の利便性の向上を図ります。 

また、開発グラウンド等の屋外施設については、ナイター照明のＬＥＤ化や防球

フェンスの改修を行います。 

屋内施設については、地域体育館等の照明のＬＥＤ化や競技面（床）の改修を行

います。 
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２ 生涯にわたるスポーツ活動の充実 （スポーツ課） 

  

現状と課題  

本市では、スポーツ教室やファミリーミニマラソン大会のほか、市最大のスポー

ツイベントである市民スポーツ大会をはじめ、各地区スポーツ団体や各競技団体

が行う大会、教室等、様々なスポーツ事業を実施しています。 

しかし、近年、社会環境やライフスタイルの変化とともに、市民も特定の競技に

こだわらず、親しみやすい競技に取り組むなどスポーツへの楽しみ方も変化して

います。 

このため、参加しやすい競技種目や教室等の見直しを行いながら、子どもから高

齢者まで、生涯にわたりスポーツを楽しめる環境づくりに取り組む必要がありま

す。 

 

施策の方向性 

子どもから高齢者まで誰もが気軽にスポーツを親しむことができるイベントの

充実を図ります。 

さらに、多くの市民に対しスポーツに親しむ機会を提供するため、各種大会や教

室等の情報発信ができるプラットフォーム※を整備します。 

 

具体的な取組  

（１）生涯スポーツの推進 

気軽に取り組めるニュースポーツの出前講座

や体験会等、スポーツ推進委員を通じて、スポー

ツの楽しさを体感できる事業の充実を図ります。 

また、ライフステージに応じた事業として、市

民の意見も組み入れながらスポーツ教室やファ

ミリーミニマラソン大会を継続して開催します。 

 

 

（２）各種スポーツ事業の充実 

福井市スポーツ協会に加盟する団体が実施する

各種事業を支援し、様々な大会、教室を開催する

ことで、身近でスポーツに参加できる活動の場の

充実を図ります。 

 

 

 

（３）スポーツ情報の発信 

より多くの市民がスポーツに親しめるよう、福井市スポーツ協会とも連携し、市

内、県内のスポーツ情報を広く発信していきます。 

ファミリーミニマラソン大会 

小学生バレーボール大会 
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３ スポーツを活かしたまちづくりの推進 （スポーツ課） 

  

現状と課題  

福井国体・障スポと東京オリンピック・パラリンピック大会の開催により、市民

のスポーツに対する機運が高まっています。 

近年は、スポーツに参加するだけでなく、観戦したり、応援したりすることもス

ポーツとして捉えられ、地域社会の結びつきや活性化にもつながることから、スポ

ーツを通したまちづくりに取り組む必要があります。 

 

施策の方向性 

地元スポーツチーム等と連携をとりながら、スポーツを「する」という観点だけ

でなく、観戦や応援といった「みる」こと、ボランティア活動といった「ささえる」

ことで、誰もがスポーツを通じて、楽しく活力ある生活を送ることができるまちづ

くりを推進します。 

 

具体的な取組  

（１）スポーツ応援文化の醸成 

県内トップスポーツチームと連携し、それら

のチームを応援することで、「みる」「ささえ

る」楽しさを体感し、スポーツの裾野拡大を図

ります。 

 

 

 

 

（２）スポーツを通した地域の活性化 

本市がコーディネーターとなり、県内

トップスポーツチームと企業や地域団体

等とをマッチングさせることで、これま

でスポーツに関わりがなかった人を取り

込み、地域の活性化につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内トップスポーツチームの応援 

地域活性化マッチング事例 
まちなか de ラン・ウォーク 
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４ スポーツを通じた交流人口の拡大 （スポーツ課） 

  

現状と課題  

スポーツが多様化する中で、子どもから高齢者まで、生涯にわたりスポーツに楽

しめる環境づくりが必要です。また、全国ではスポーツを活かした交流人口の拡大

と地域の活性化に向けた取組が図られています。 

このため、本市でも市民へのスポーツ振興とともに、スポーツを活用して県外と

の交流人口の拡大につながる事業に取り組む必要があります。 

 

施策の方向性 

県や他市町、民間企業等と連携したスポーツツーリズム※につながる大規模なス

ポーツ大会やイベント等を開催し、本市への誘客を図ります。 

 

具体的な取組  

（１）フルマラソン大会の開催 

県や坂井市と連携し、北陸新幹線福井開業に合わせ、フルマラソン大会「ふくい

桜マラソン」を開催します。 

 

（２）ランニングコースの整備 

マラソン人口の裾野拡大に向けて、市スポーツ公園等のランニングコース整備

を行います。 
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政策

分野 
文化、芸術、歴史、自然  

 

方針８ 自然や科学への興味を高め、創造性豊かな子どもを育む  

足羽山をはじめ、郷土の自然を楽しみながら学べる環境の整備を図るとともに、企画展

や講座などを通じて、子どもたちの興味・関心を高める取組を推進します。 

また、県やＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）をはじめ、地元の大学や企業等と連携を

図りながら、県民衛星プロジェクトや最新技術などに触れる学びの場を提供し、子どもた

ちの夢と創造性を育みます。 

  

◇計画の成果目標◇ 

成果指標 
現状 

(令和２年度) 

目標 

（令和８年度） 

自然史博物館（本館及び分館）の年間施設利

用者数 
３６，８１５人 ９７，０００人 

  
  

１ 自然科学教育の推進 （自然史博物館） 

  

現状と課題  

全国的に理科離れが懸念されている中、本市の全国トップクラスの教育環境を

支え、子どもたちの将来への夢や創造性を育て、郷土の自然を次の世代へ引き継ぐ

ためには、自然科学への興味・関心を高める教育が必要です。 

そのため、自然科学を学ぶことが未来へとつながる魅力的なことだと、子どもた

ちに伝えていくことが重要です。 

 

施策の方向性 

足羽山をはじめ、郷土の自然を楽しみながら学べる環境の整備を図るとともに、

企画展や講座などを通じて、子どもたちの興味・関心を高める取組を推進します。 

 

具体的な取組  

（１）特別展の開催 

自然史博物館及び分館において、自然や宇宙について最新の情報や、調査・研究

の成果などを題材に、特別展等を開催します。その他、国内外から貴重な資料を取

り寄せ、展示することで、質や魅力を高めます。 
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（２）学校や地域と連携した自然科学教育の推進  

校外学習など、博物館での小中学校の受け入れのほか、学校や公民館等、直接地

域に出向く出前講座等を開催することにより、広く自然科学教育の推進を図りま

す。 

 

２ 最先端の科学技術に触れる学びの場の提供 （自然史博物館） 

  

現状と課題  

将来の福井を担う子どもたちの夢や創造性を育むには、自治体主導による全国

初の人工衛星「すいせん」の打ち上げなど、福井の優れた科学技術に触れる機会を

提供していくことが重要です。 

 

施策の方向性 

県やＪＡＸＡをはじめ、地元の大学や企業等と連携を図りながら、県民衛星プロ

ジェクトや最新技術などに触れる学びの場を提供し、子どもたちの夢と創造性を

育みます。 

 

具体的な取組  

（１）展示内容の充実や講演会等の開催 

県民衛星からの画像や衛星模型の展示をはじめ、関係者による講演会など、本物

に触れながら楽しく学べる機会の充実を図ります。 

また、地元大学や企業等と連携し、最新技術に触れる学びの場を子どもたちに提

供します。 
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方針９ 市民の文化芸術活動を支援し、文化芸術に親しむ機会をつ
くる  

文化芸術の担い手を育成し、未来に継承するため、市民や各種団体の活動を支援しま

す。 

また、子どもの頃から誰もが身近に文化芸術に親しみ、創作活動等に参加できるよう、

ＩＣＴも活用しながら文化芸術に触れられる機会を拡充します。 

  

◇計画の成果目標◇ 

成果指標 
現状 

(令和２年度) 

目標 

(令和８年度) 

市民文化祭等参加者数及び美術館企画展

入場者数合計 
５０，１５３人 ９４，５００人 

  
  

１ 文化芸術に親しむ環境の拡充 （文化振興課・美術館） 

  

現状と課題  

文化芸術は、心に潤いや豊かさをもたらすものとして大きな役割を担っていま

す。 

しかし、文化会館の閉館やコロナ禍により活動の機会が制限されています。 

そのため、新しいスタイルの文化芸術活動も含め、より多くの市民が文化芸術に

親しむ環境を拡充していく必要があります。 

 

施策の方向性 

子どもの頃から、誰もが身近に文化芸術に親しみ、創作活動等に参加できるよう、

ＩＣＴを活用した文化芸術に触れることのできる機会の拡充や、「市美展ふくい」

や多彩な芸術作品を紹介する企画展、創作体験活動事業の開催などに取り組みま

す。 

 

具体的な取組  

（１）ＩＣＴを活用した文化芸術活動の

場の創出 

市民が誰でも参加できる文化芸術活動の

発表と鑑賞の場をオンライン上に設けるこ

とで、広く文化芸術に触れる機会を確保し

ます。 

 

 

 

ICT を活用した文化芸術関連イベント 
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（２）展示内容等の充実 

福井市ゆかりの彫刻家高田博厚の作品を中心とした常設展や、多彩な美術品に

触れることのできる企画展を開催します。また、企画展の開催に併せて講演会やギ

ャラリートーク、ワークショップなどを実施します。 

 

（３）創作体験活動の促進 

市民が様々な素材を使って気軽に描いたり、

ものづくりに挑戦できたりする場を提供するた

め、幅広い世代を対象にアトリエ事業を実施し

ます。 

 

 

 

（４）市美展ふくいの開催 

美術文化の向上と市民の美術の祭典となることを目的として、幅広い分野の美

術作品を公募し、美術館で展示して紹介することにより、市民の創作活動への意欲

を高めます。 

 

２ 文化芸術の担い手育成と市民活動の促進 （文化振興課・文化財保護課） 

  

現状と課題  

人口減少、少子高齢化が急速に進展する中、文化芸術の担い手育成は大きな課題

です。 

文化芸術を継承していくため、次世代の担い手を育成する活動を支援し、市民の

文化芸術活動を促進することが必要です。 

 

施策の方向性 

文化芸術の担い手を育成し、未来に継承するため、市民や各種団体の活動を支援

します。 

 

具体的な取組  

（１）文化芸術団体の活動支援 

各種文化芸術の企画・運営や文化交流の促進、文化祭の開催など各文化芸術団体

が行う次世代の人材育成を目指す活動等を支援することで、市民の文化芸術活動

の活性化を図ります。 

 

（２）無形民俗文化財の保護と後継者育成 

地域の保存団体が行う、無形民俗文化財の公

開に必要な用具等の新調や修理、後継者育成に

関わる活動への支援を行います。 

子どもアトリエ 

無形民俗文化財 睦月神事 
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方針 1100  郷土の歴史や文化遺産を保存・継承し、福井の誇りとして活
用する  

福井の豊かな歴史や文化を大切に保存し、地域と協力し魅力向上、普及啓発に取り組む

とともに、歴史資料や埋蔵文化財などに関する資料のデジタル化を進め、インターネット

によるアクセス性を高めます。 

また、福井固有の歴史・文化の価値を地域住民が体感し、自らその魅力を発信できるよ

う、意識の醸成を図ります。 

  

◇計画の成果目標◇ 

成果指標 
現状 

(令和２年度) 

目標 

（令和８年度） 

主要な歴史・文化施設※の入場者数 ２００，２２７人 ３３４，０００人 

※主要な歴史・文化施設…養浩館庭園、愛宕坂茶道美術館、橘曙覧記念文学館、グリフィス記念館、一乗谷

朝倉氏遺跡復原町並、郷土歴史博物館及びおさごえ民家園 
  
  

１ 福井の豊かな歴史・文化遺産の保存・活用   

（文化振興課・郷土歴史博物館・文化財保護課） 

  

現状と課題  

本市には、国特別史跡である一乗谷朝倉氏遺跡や、国名勝である養浩館庭園をは

じめとした歴史・文化遺産が多くあり、その一つひとつが福井という地域の個性を

形作っています。地域の活力やまちの個性が強く求められる中、これら歴史的価値

が高い文化遺産や伝統行事を福井の誇りとして適切に保存管理、継承し、福井なら

ではの個性を活かしたまちづくりにつなげていく必要があります。 

 

施策の方向性 

一乗谷朝倉氏遺跡や養浩館庭園などの未来に継承すべき福井の豊かな歴史・文

化遺産を適切に保存管理するとともに、地域住民と協力し魅力向上、普及啓発に取

り組みます。 

また、市民がインターネット上で歴史・文化遺産の情報にアクセスしやすい環境

を整備します。 
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具体的な取組  

（１）一乗谷朝倉氏遺跡及び養浩館庭園の保存と

活用 

貴重な文化資源を後世に継承するため、遺跡の保

存と管理を適切に行います。 

また、地域や関係団体等と協力して遺跡や庭園の

魅力を活かしたイベントを開催するなど、文化資源

を活用した取組を進めます。 

 

（２）郷土歴史博物館収蔵資料の保存と活用 

収蔵した歴史・文化資料を適切な環境で保存し、展

示等に活用できるよう補修や復元を進め、市民の財

産として確実に次の世代に伝えていきます。 

また、全国の国宝・重要文化財をはじめとした質の

高い資料とともに、博物館収蔵資料を展示公開するこ

とでより分かりやすく、より伝わりやすく、その魅力

を発信していきます。 

 

（３）歴史・文化遺産の保存修理 

重要文化財大安寺をはじめ、指定文化財等の保存修理や活用に係る事業に対し

て、所有者や国・県等の関係機関と連携して、補助金交付などの支援を行います。 

 

（４）文化的景観や日本遺産※などの活用 

重要文化的景観「越前海岸の水仙畑 下岬の文

化的景観」や福井城址等の日本遺産、おさごえ民

家園などの文化資源の魅力を伝えるための環境

整備や情報発信、イベントの開催を行います。 

 

（５）歴史・文化遺産資料のデジタル化 

福井ゆかりの歴史資料や文化財などに関す

るデジタルアーカイブを充実し、インターネッ

トによるアクセス性を高め、自発的な学びを促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

一乗谷朝倉氏遺跡（上） 
養浩館庭園（下） 

越前海岸の水仙畑 下岬の文化的景観 
におけるローカルフォトの取組 
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２ 地域の歴史や文化に関する市民理解の向上   

（文化振興課・郷土歴史博物館・文化財保護課） 

  

現状と課題  

本市に所在する歴史・文化遺産はそれぞれに成り立ちや特徴があり、市民一人ひ

とりがそれを理解し愛着を持つことで、個性豊かな地域づくりを進めることがで

きます。 

最近では、様々なメディアに注目され発信されることが多くなっていますが、地

域の活力やまちの個性が強く求められる中、郷土の歴史や文化に対する市民の理

解をより深めていく必要があります。 

 

施策の方向性 

福井固有の歴史・文化の価値を地域住民が体感し、誇りを持って福井の魅力を発

信できるよう、市民の理解を深める取組を進めます。 

また、市内小中学校と協力し、子どもたちが郷土の歴史・文化を学ぶ環境の向上

に努めます。 

 

具体的な取組  

（１）歴史のみえるまちづくりの普及推進 

公益財団法人歴史のみえるまちづくり協会※の事業及び運営に対する支援を行

い、共同で歴史ガイドを行うボランティア「語り部」の育成及び配置、歴史講座の

開催、歴史スポットを講師の解説付きで巡る「歴史散歩」等の事業を行います。 

 

（２）愛宕坂茶道美術館、橘曙覧記念文学館及びグリフィス記念館の活用 

郷土の歴史や文化に関する展示を行う施設の活用事業として、テーマを設けた

特別展や企画展、福井の歴史や文化について学ぶ講座、茶会や朗読会などのイベン

トを開催します。 

 

（３）歴史体験講座の開催 

昔のモノづくり技術の体験や先人が遺した史

料を読み解くなど、歴史を体感的に学べる講座等

を開催し、福井の歴史のより深い学びにつなげて

いきます。 

 

 

 

 

 

 

歴史体験講座『木簡をつくろう』 
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（４）博物館ボランティア活動の育成・促進 

郷土歴史博物館・養浩館庭園における案内・解

説や体験講座のアシスタントなど、ボランティ

ア活動を担える人材を講座や研修によって育成

し、自ら積極的に福井の歴史の魅力を発信でき

る人を増やしていきます。 

 

 

 

（５）学校と連携した郷土の歴史や文化を学びやすい環境の提供 

市内小中学校と連携し、児童生徒が郷土歴史博物館で行う学習活動について、よ

り学びやすくなるよう環境の向上を図ります。 

また、市内小中学校にとどまらず、高校や大学などの教育機関との連携にも取り

組みます。 

 

（６）文化財の調査及び公開・活用 

展示会や体験学習会を開催し、地域住民自ら

が郷土の歴史・文化を体感し、理解を深める機会

の創出を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

博物館ボランティア活動 

文化財体験学習会『土器焼き』 
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第５章 計画の着実な推進のために  

１ 計画の推進体制 

市教育委員会は、教育への支援や活動の推進役を担うとともに、家庭や地域、関

係団体など多様な主体との協働関係を築くことで、本計画の推進体制を強化しま

す。 

また、子育てや地域づくり、福祉、環境等、様々な分野の部局との連携が欠かせ

ないことから、教育における課題解決のため、効果的な施策が行われるよう、組織

横断的な取組を進めます。 
 

２ 計画の進行管理 

本計画を着実に推進していくため、取組の状況や目標値の達成状況などを定期

的にチェック・評価するとともに、Ｐｌａｎ（計画）、Ｄｏ（施策の実行）、Ｃｈ

ｅｃｋ（評価）、Ａｃｔｉｏｎ（改善・処置）から構成するＰＤＣＡサイクルに基

づく進行管理により、次年度への効果的・効率的な施策の推進に向けた取組につな

げます。 

また、毎年度行う、「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価」

により、本計画の進捗状況の点検・評価を行い、公表していきます。 

これらの計画の評価に当たっては、短期的視点での結果追求のみにならないよ

う留意し、施策の目的や性質に応じた評価に取り組んでいきます。 
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３ 成果目標一覧 

方針 指標 算出根拠 
現状 

(令和２年度) 
目標 

(令和８年度) 

１ 学校教育の充実
を図り、子どもの
生きる力を伸ばす 

将来の夢や目標を持
っている児童の割合
（小学校） 

全国学力・学習状況調査項目
「将来の夢や目標を持ってい
ますか」に「当てはまる」、「ど
ちらかといえば、当てはまる」
と回答した割合 

88.3% 
(令和元年度) 

92.0% 

将来の夢や目標を持
っている生徒の割合
（中学校） 

75.5% 
(令和元年度) 80.0% 

授業を理解している
児童の割合（小学校） 

福井市小中学校学校評価調
査項目「授業がよくわかる」に
「よくあてはまる」、「あては
まる」と回答した割合 

92.5% 95.0% 

授業を理解している
生徒の割合（中学校） 

87.6% 90.0% 

２ 食育の推進や学
校保健の充実を図
り、心身ともに健
康な子どもを育成
する 

肥満傾向にある児童
の割合 

６歳から１１歳の男女で肥
満傾向が２０％以上の児童の
割合を平均したもの 

8.4% 6.5%以下 

３ 安全で快適に学
び、安心して過ご
せる学校環境の整
備に取り組む 

小中学校特別教室の
空調設備整備率 

理科室や音楽室、図工室、家
庭科室など普段使用する小中
学校特別教室の空調設備整備
率 

57.0% 100% 

４ 家庭や地域､関
係機関･団体が連
携し､青少年の健
全な育成を図る 

「学校に行くのは楽
しいと思う」と感じる 
児童の割合（小学校） 

全国学力・学習状況調査項目
「学校に行くのは楽しいと思
うか」に、「当てはまる」、「ど
ちらかといえば、当てはまる」
と回答した割合 

86.8% 
(令和元年度) 95.0% 

「学校に行くのは楽
しいと思う」と感じる
生徒の割合（中学校） 

85.1% 
(令和元年度) 95.0% 

５ 福井への誇りや
愛着が持てるふる
さと教育の充実を
図る 

中央公民館「福井学」
講座の年間参加者数 

中央公民館における「福井
学」講座の参加者延べ人数 

438 人 720 人 

６ 公民館や図書館
の充実を図り、市
民の生涯学習を支
援する 

公民館の年間利用者数 全公民館の利用者延べ人数 349,190 人 920,000 人 

図書館の利用満足度 

福井市の図書館利用に関す
るアンケートによる蔵書の充
実度や職員の対応など各項目
で「満足」、「やや満足」と回
答した割合 

88.6% 89.3% 

７ ライフステージ
に応じた市民の生
涯スポーツを支援
する 

体育施設の年間利用
者数 

施設利用実績により抽出（延
べ人数） 

655,589 人 1,300,000 人 

８ 自然や科学への
興味を高め、創造
性豊かな子どもを
育む 

自然史博物館（本館及
び分館）の年間施設利
用者数 

自然史博物館及び分館の入
館者数合計 

36,815 人 97,000 人 

９ 市民の文化芸術
活動を支援し、文
化芸術に親しむ機
会をつくる 

市民文化祭等参加者
数及び美術館企画展
入場者数合計 

市民文化祭等の参加者数と
美術館の企画展入場者数を合
計したもの 

50,153 人 94,500 人 

10 郷土の歴史や文
化遺産を保存・継
承し、福井の誇り
として活用する 

主要な歴史・文化施設
の入場者数 

養浩館庭園、愛宕坂茶道美術
館、橘曙覧記念文学館、グリフ
ィス記念館、一乗谷朝倉氏遺跡
復原町並、郷土歴史博物館及び
おさごえ民家園を合計したも
の 

200,227 人 334,000 人 
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用語の説明 

用語 説明 

【あ行】 

ＩｏＴ Internet of Things の略称で「モノのインターネット」

と訳される。インターネットに様々な物体（モノ）を接続

させ、相互に通信することにより、自動認識や自動制御、

遠隔計測などを行うこと。 

ＩＣＴ Information＆Communication(s) Technology の略称で、

情報処理および情報通信、コンピュータやネットワーク

に関連する諸分野における技術・産業・設備・サービスな

どの総称。 

ＡＩ Artificial Intelligence の略称で、人工的にコンピュー

タ上などで人間と同様の知能を実現させようという試

み、あるいはそのための一連の基礎技術を指す。 

ＥＳＤ（持続可能な開発のた

めの教育） 

Education for Sustainable Development の略称。一人ひ

とりが自然環境や資源の有用性、地域の将来性など、様々

な分野とのつながりを認識し、持続可能な社会の実現に

向けて行動できる人材を育成する教育のこと。 

いきいきサポーター 発達障がいなどの傾向があり、集団での活動が苦手な児

童生徒に対して、学習支援や生活指導、学校生活に関わる

諸問題の指導支援を行う。 

移動図書館 約１，５００冊の資料を搭載し、市内の図書館から遠い地

域（約５ｋｍ以上）を巡回する自動車図書館。 

運動部活動の地域移行 運動部活動を地域のスポーツクラブや民間事業者、保護

者等の団体が主体となって行う活動に移行していくこ

と。 

ＡＬＴ（外国語指導助手） Assistant Language Teacher の略称。外国語・外国語活

動の授業で日本人教員を補助する外国語指導助手のこ

と。 

【か行】 

学校司書 学校図書館の整備及び奉仕的職務を担う。 

学校保健委員会 学校における健康に関する課題を研究協議し、健康づく

りを推進するための組織。校長、養護教諭、栄養教諭など

の教職員や学校医、学校歯科医、保護者代表、地域の保健

関係機関の代表などの委員から構成されている。 

ＧＩＧＡスクール １人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体

的に整備することで、特別な支援を必要とする子供を含

め、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、公正に
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個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育

ＩＣＴ環境。 

キャリア教育 一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる

能力や態度を育てる教育。 

キャリア教育コーディネータ

ー 

認定資格を有した専門人材であり、地域社会が持つ教育

資源と学校を結びつけ、キャリア教育の支援を行う。 

キャリア教育プログラム 学校の教科の学習内容と地域の企業の人づくり・ものづ

くりの技術を結び付けた教育プログラムで、企業の社員

等を地域の教育支援者として学校に招き、教員と一緒に

授業を行う。 

グループウェア 組織内のコンピュータネットワークを活用した、情報共

有のためのソフトウェア。 

県民衛星プロジェクト 地方発の革新的なビジネスモデルの創出を目的に、福井

県とＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）などの研究機関や

教育機関、民間企業が、ハードウェア、ソフトウェア、人

材育成、インフラ等、様々な面で宇宙産業の拠点化を目指

すプロジェクト。令和３年３月には、自治体初となる県民

衛星「すいせん」を打ち上げた。 

公益財団法人歴史のみえるま

ちづくり協会 

福井市固有の歴史と文化に関する事業を行うことで、本

市における住民活動の充実と豊かで潤いのある個性的な

まちづくりに寄与することを目的に設立された組織。本

市と共同して歴史のみえるまちづくりを推進しており、

歴史講座、歴史ツアー、令和独楽吟等の事業の外、愛宕坂

茶道美術館、橘曙覧記念文学館、グリフィス記念館の管理

運営を行っている。 

【さ行】 

持続可能な開発目標 

（ＳＤＧｓ） 

Sustainable Development Goals の略称で、持続可能な世

界を実現するための１７の目標と細分化された１６９の

ターゲットから構成された、平成２７年の国連サミット

において採択された国際社会の共通目標。 

重要文化的景観 「地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土

により形成された景観地で我が国民の生活又は生業の理

解のため欠くことのできないもの（文化的景観）」の中

で、地域の特色を示す代表的なものや、他に例を見ない独

特なものとして国が選定したもの。 

障がい児介助員 

 

肢体不自由や病弱の障がいのある児童生徒（福井市教育

支援委員会が判断したもので教育長が必要と認めた場

合）の学校生活の援助を行う。 

情報モラル 情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態

度のこと。 

人生１００年時代 寿命が１００歳前後まで今後伸びていくことが想定され
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る中、現在の「教育」、「仕事」、「引退」という３つの

ステージが大きく変わっていく可能性があることを提示

した言葉。 

スクールソーシャルワーカー 子どもを取り巻く環境に働きかけて、子どもが自分だけ

では解決できない様々な問題の解決の支援や関係機関と

の連携を図る、社会福祉士などの資格を有する者。 

ステークホルダー 企業や行政、ＮＰＯ等の組織が行う活動により、直接的・

間接的に影響を受ける利害関係者。 

スポーツツーリズム スポーツへの参加や観戦を目的とした旅行や、スポーツ

と観光を組み合わせた取組。 

青少年育成福井市民会議 青少年の健全育成を目的に活動している団体（公民館区

毎に支部を配置：４９支部）で、市が委嘱した青少年育成

推進員が中心となって、「見守り活動」や「危険箇所点検」

等を実施している。 

センターサーバ 学校のネットワークセキュリティ対策や教職員が利用し

ている校務用グループウェアを管理・運用するための機

器。 

【た行】 

単独調理校 自校分の給食の調理等を自校敷地内の給食室にて行う学

校。 

地域部活動 学校管理外で地域の活動として行われる部活動。 

チャレンジ教室 長期欠席をしている不登校の小中学生を対象に、福井市

教育委員会が平成２年度から設置している施設。個に応

じた活動を進めながら、児童生徒が学校に復帰できるよ

うに支援している。 

超スマート社会（Society 

5.0） 

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）

を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的

課題の解決を両立する人間中心の社会（Society）のこと。 

通級指導教室 小・中学校の通常の学級に在籍している、言語障がい、情

緒障がい、弱視、難聴などの障がいがある児童生徒に対し

て、各教科等の指導は主として通常の学級で行いつつ、

個々の障がいの状態に応じた特別な指導を特別な場で行

う教室。 

デジタル・トランスフォーメ

ーション（ＤＸ） 

ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向

に変化させること。 

特別支援学級 通常の学級における学習では十分にその効果を上げるこ

とが難しい児童生徒のために、特別な配慮のもと、その能

力や個性に応じて適切な教育が受けられるように、小・中

学校に設置される少人数の学級。 

ドライシステム化 古い厨房施設に見受けられる床が水浸しになっている方

式（ウェットシステム）ではなく、床に水を流さずに乾い
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た状態で調理や洗浄を行う方式へ移行すること。高温多

湿による細菌やカビの繁殖を抑制し、跳ね水による二次

汚染を防ぐことができる。 

【な行】 

日本遺産 歴史的魅力や特色を通じて地域の文化・伝統を語るスト

ーリーを、文化庁が日本遺産として認定し、ストーリーを

構成する文化財群を活用・発信することで、地域活性化を

図ることを目的としている。 

令和元年５月に、朝倉氏遺跡、福井城址、養浩館庭園や勝

山市の平泉寺などの文化財を「石」をテーマに紡いだスト

ーリー「４００年の歴史の扉を開ける旅～石から読み解

く中世・近世のまちづくり 越前・福井～」が日本遺産に

認定された。令和３年度現在の認定数は１０４。 

【は行】 

ビッグデータ インターネットの普及や、コンピュータの処理速度の向

上などのＩＣＴの進展により生成・収集・蓄積等が可能・

容易になる多種大容量のデータ。 

福井学事業 

 

市民一人ひとりが福井らしさを再発見し、郷土福井に誇

りと愛着を持つために行う学習事業。こうした学習を通

じて、本市の誇りである地域資源を発信できる人材育成

を行っている。 

福井市学力・学習状況調査研

究委員会 

国語、算数・数学の教員と指導主事が、全国学力・学習状

況調査の結果分析をもとに、各学校における指導改善を

図るための手立てを協議する組織。 

福井市キャリア教育連絡協議

会 

市内経済団体（福井商工会議所青年部、福井青年会議所、

ふくいの担い手づくりプロジェクト等）、認定資格を有す

るキャリア教育コーディネーター、小中学校長、しごと支

援課、女性活躍促進課と教育委員会が連携し、児童生徒の

キャリア教育を支援するための組織。 

福井市教育支援委員会 障がい等のある幼児、児童及び生徒に対して、就学先の決

定だけでなく、早期から一貫した支援について助言を行

う機関。（教育委員会に設置） 

福井市通学路安全推進会議 福井市通学路安全プログラムに基づき、道路管理者や警

察などの関係機関と連携し、通学路の安全を確保するた

めに設置している会議。 

福井市通学路交通安全プログ

ラム 

通学路の安全対策の充実に向け、「交通安全」「防犯」「防

災」の３つの観点で関係機関と連携して、児童・生徒の安

全確保に取り組むための計画。 

福井市特別支援教育専門委員

会 

 

特別支援教育の充実を図るため、教育、医療、福祉、行政

等の各分野から委員を選出し、特別支援教育体制づくり

を検討する組織。 
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不死鳥のねがい（福井市市民

憲章） 

 

福井市は戦災や震災などのたび重なる災害を受けたが、

これらの災禍を乗り越え不死鳥の如く立ち上がった「不

屈の精神」と「燃える郷土愛」を、福井市民の精神的指標

として昭和３９年６月２８日に制定したもの。 

フットボールセンター 日本サッカー協会が助成金を出して整備を進める各都道

府県のサッカー拠点施設。天然芝３面以上または人工芝

１面以上のサッカーコート、クラブハウス、ナイター照明

設備の３点を整備することが助成条件。 

プラットフォーム サービスやシステムを動かすための土台や基盤のこと。 

プログラミング教育 

 

児童がプログラミングを体験しながら、コンピュータに

意図した処理を行わせるために必要な論理的思考力を身

に付けるための学習活動。本市では、平成３０年度に教材

を一括購入し、実際にプログラミングによってものや映

像を動かす体験を全ての５年生で５時間実施している。 

放課後留守家庭児童 保護者（同居している祖父母等を含む）の就労等により、

放課後や長期休業時などに帰宅しても、保育が受けられ

ないことが常態となる小学校１年生から６年生までの児

童のこと。 

【や行】 

夕方見守り運動 不審者による子どもへの声掛け事案等が発生しやすい夕

方に合わせ、「花に水をやる」「犬の散歩をする」ことな

どを心がけ、地域ぐるみで子どもの安全を見守るボラン

ティア活動。 

【ら行】  

ライフパートナー 福井市と福井大学の連携事業の一環で、教育相談の授業

を受けている大学生が、保護者からの要請を受けて学校

不適応児童生徒の学校や家庭等を訪問し、相談相手とし

て接することで児童生徒の自立を側面的に支援する。 

レファレンスサービス 

 

利用者の資料探しや調べものに関して、相談や情報提供

による手助けをすること。 

【わ行】 

わくわく交流デー ５歳児を対象に、小学校入学前の２月に実施している小

学校一日体験。 
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